
国語科「国語表現」シラバス 

科目 国語表現 単位数 ２ 実施クラス ３年文理選択 

教科書 
高等学校 改訂版 国語表現Ⅰ 

          （第一学習社） 
副教材 自主制作教材 

到
達
目
標 

国語で適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を伸ばし言語感覚を

磨き、進んで表現することによって社会生活を充実させる態度を育てる。 

 学習項目 学習内容 評価方法 

第
一
学
期 

書き方の決まり 

適切な表現と添削 

敬語 

効果的な修辞法 

説明文と意見文 

スピーチ 

創作表現 

言葉の学習 

・適切な表現や推敲の方法について学ぶ。 

・敬語について理解を深め、場面に応じてふさわしい敬語を使

えるようにする。 

・新聞記事などを活用して、資料収集の方法を学ぶとともに、

小論文と作文の違いを理解したうえで、基礎的な意見文の書

き方を学ぶ。 

・スピーチの実習と相互評価を通して、魅力的な内容や効果な

話し方について学ぶ。 

・必修漢字や四字熟語などの学習を通して語彙を増やし、適切

な表現力を身に付ける。 

・学習内容に対す

る取り組み状況 

・課題の提出状況 

 およびその内容 

・定期考査 

・小テスト 

等を総合的に評価

する。 

第
二
学
期 

面接の受け答え 

ディベート 

小論文 

プレゼンテーション 

創作表現 

言葉の学習 

・面接試験を想定し、効果的な受け答えができるようにする。 

・ディベートの進め方を理解し、実際にディベートを体験する。 

・ディベートをもとに、反対意見も考察した小論文を作成する。 

・任意のテーマで提示資料を作成し、その内容についてプレゼ

ンテーションを行う。 

・頻出漢字やことわざなどの学習を通して、表現の幅を広げる。 

・学習内容に対す

る取り組み状況 

・課題の提出状況 

 およびその内容 

・定期考査 

・小テスト 

等を総合的に評価

する。 

第
三
学
期 

手紙文 

言葉の学習 

・正式な手紙文の書き方を理解し、実際に手紙文を創作する。 

・頻出漢字などの学習を通して、表現力を向上させる。 

・学習内容に対す

る取り組み状況 

・課題の提出状況 

 およびその内容 

・定期考査 

等を総合的に評価

する。 

評

価

の

観

点 

関心・意欲・態度：

（関） 

国語で伝え合う力を進んで高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国

語を尊重してその向上を図ろうとしている。 

話す・聞く能力：

（話・聞） 

目的や場に応じて効果的に話し的確に聞き取ったり、話し合ったりして、自分

の考えをまとめ、深めている。 

書く能力：（書） 
相手や目的、意図に応じた適切な表現による文章を書き、自分の考えをまとめ、

深めている。 

読む能力：（読） 
文章を的確に読み取ったり、目的に応じて幅広く読んだりして、自分の考えを

深め、発展させている。 

知識・理解：（知） 
伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を

身に付けている。 

課題・提出物等 学習項目に応じて提出物や発表などの課題があり、主要な評価材料となる。 

評価方法 

それぞれの学習内容に対する取り組み状況および制作した作品や発表の出来具

合を中心に、各学期１回実施する期末考査の成績や提出物などを評価の対象とし、

関心・意欲・態度、話す・聞く能力、書く能力、読む能力、知識・理解の５観点

から総合的に判断する。 

担当者からのメッセージ 

評価に占める平常点の割合が高いので、積極的に授業に取り組む姿勢が重要で

す。毎時間の学習内容に、主体的、能動的に取り組みましょう。特に、提出物は

必ず期限内に出すように努力してください。また、スピーチやディベートなど、

授業時でなければできない課題も多いので、欠席や遅刻をしないように、十分留

意してください。この授業を通して、話す・書くことを中心に表現能力を向上さ

せることは、受験やその後の社会生活できっと役に立つはずです。 

 


